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1．はじめに　　　　　　　先行した（騰1988・）・今にして思斌「自らの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実務経験から学習する具体的な発想が、事例検討法
　本稿は、日本心理臨床学会・第25回大会（於関西　　　　以外、心理臨床学の世界では提案されなかった」こ
大学　平成18年9月）ワークショップ『01心理臨床　　　とへの素朴な疑問からの出発であった。
学の専門的資産をクライエントにいかに還元するか　　　　自分が年々ストックする実務経験をどれだけ大切
講師・佐藤忠司』の内容と、その後の進み具合を記　　　にしているか。それを研究室的ファイル管理とは異
すことを目的とする。　　　　　　　　　　　　　　　なる、実務向けに運用し、次に来室するクライエン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トや御家族に専門的なノウハウとしてお返ししたい、
　1．われわれの実務は何から支えられてい　　　その具体的な仕組みを構築したいと・努力目標を立
　　　るか　　　　　　　　てていたようだ・この聰みは自然に心聴床に関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するノウハウを、消費する側から創る側への姿勢の
　心理臨床業務は、以下の各支援方法により支えら　　　転換になっていた。われわれの専門的資産は誰かが
れるようだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　作ってくれるものではない。自分たちで作り積み重
①専門書・研究書・各技法マニュアルの学習　　　ねてゆかなくてはならない。それがわれわれの実務
②先輩よりのスーパーバイズ　　　　　　を支えると考えている（佐藤1988b　2004）。
③　研究会・学会などに参加して、新たな知見を吸
　　収する・自らの考えやアブ゜一チを櫨して批　皿．心理面接者の私的体験rつぶやき』の
　　判を仰ぐ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メモ化とその昇華の過程
　これらは言い古されてきてはいるが、専門的資産
の標準的な引継ぎ法と考えられよう。筆者も心理臨　　　　筆者にとって、クライエントとの1時間が終わっ
床の現場に入ってしばらくは、この吸収法によって　　　て次の仕事に移るまでの間はいつも、ぼんやりと今
腕を磨いていたようだ。しかし、実務の仕事（病院　　　のクライエントと過ごしたことについての反甥の時
勤務）について数年を経過した頃、心理査定のデー　　　であった。お茶を飲むわけでもなく、何もしない、
タを中心に大量の資料に囲まれてしまった。このデ　　　話しかけるわけでもなく、何かあちこちを考えがさ
一タといかに付き合うかが、大きな関心となって頭　　　まよっているような『空白のしばらく』があった。
の中を覆った。筆者が勤務を始めた昭和30年代の心　　　“ああでもない、こうでもない”と頭の中でつぶやい
理臨床業務は、心理査定業務が心理面接的業務より　　　ていた。この時間はほとんどそれっきり、次の話題
格段に多かったため、この専門的資料をいかに掌握　　　に置き換わるのが大半であった。
すれば自らの業務を支えることができるかに関心が　　　　筆者が30歳台後半の頃、教員向けのある研修会講
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師としてレジメの用意を求められた。カウンセリン　　　　　臨床心理士としての自己マネージメントの一つ
グについての半日講義であった。いかに講義を構成　　　　　　としてまとまったことなども、この『集合』に
するか、それも自分の事例を中心に4時間をつなげ　　　　　集まってきた。
ることを新しい試みとして考えてみた。いくつテー　　　f．理論との照合はこの後のステップであろう。
マを用意するか。何を話すか。しかも硬くない言葉
でテーマを呈示してみたい・などいろいろ考えて作　N．私のrつぶやき集合』の＿部を並べてみる
り上げた。
　講義の終了時、出席していた教員から、「先生のレ　　　　各『つぶやき』は、現在は独立しているようでも
ジメを最初に見たとき、一体何が話されるのかさっ　　　あるし、お互いに関連があるようでもある。それを
ばり予想がつかず戸惑いました。終了した時、初め　　　順序立てて説明するのは難しいが、いくつかを小見
てそれが印象深く、だから居眠りもしなかった。時　　　出しとして取り上げ記載する。
間のたつのがものすごく早かったわけがわかりまし
た」。「先生はフロイドはじめ一人も、“だれそれに拠　　　1．心理面接の開始のころ
れば”と引用しなかったのも印象的でした。僕もこ
んな風に自分の持っている事例から話ができるよう　　　（1）教科書との付き合い方。
になりたいと思いました」との感想をいただいた。　　　　心理面接の仕事に就きはじめた最初の頃しばらく
その後、この原稿を下書きとして講演のレジメの項　　　は、後になって気がつくのであるが教科書（ロジャ
目書き（修正・改良）をおこなうことが通例となっ　　　一スとかフロイドの）が頭から離れなかった。クラ
た（1988a）。このレジメつくりは、現代風にいうと　　　イエントと面接しながら、時々、私の心は教科書に
『キャッチコピーつくり』であったようである。　　　　　向かって正座していた。時々ヘマをやらかすと“す
　この『つぶやきの収敏過程』は以下のように整理　　　みません、しくじりました”と本に向かって謝って
できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた。このときクライエントはひとりぽっちにされ
a．ぼんやりとした、次の仕事を待っている間の一　　　ていた。私にこのことは自覚されないままで、確か
　　休みの時間から、つぶやきが生まれる。最初そ　　　数年が経過していたようだ。
　　れはただ、羅列的な状態で心の中に散らばって　　　　こんなわけであったから、当然、クライエントの
　　いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題は改善されなかった。そのことは自覚されてい
b．時が経過するとともに、そのつぶやきは発酵し　　　たのだが、当時は今のようにスーパーバイズ・シス
　　蒸留されてゆく。その変化はわれわれ自身には　　　テムも確立されていなかったので、自問自答が続い
　　確認されないまま進むようである。　　　　　　　　　た。しばらくして、私のやんちゃな心が騒ぎ出した。
c．そしてある時、ひらめきが走り、雑多に並んで　　　“本を読んでも治らないなら本を読むのをやめた、我
　　いたつぶやきとつぶやきが、まったく突然につ　　　流でやろう”と乱暴なことを始めた。
　　ながり、まとまり、自然とそれにキャッチコピ　　　　数ヶ月が経過して、ふと気がついた。“最近、クラ
　　ーが与えられ、一つの『つぶやき集合』が誕生　　　イエントの状態がよくなってきているな”と。なぜ
　　する。aからcにいたる時間的距離は半年のこ　　　かと考え始めた。そこで大切なことに気づいた。我
　　ともある。10年以上のこともある。　　　　　　　　　流ではじめたその時の私は、とにかくしっかりとク
d．この『つぶやき』にたいし、筆者は急いで理論　　　ライエントに正対していた。確かに我流であるから
　　的な裏づけ作業をおこなわない。まず自分のも　　　100点満点の50点も取れない心理面接であったかも知
　　のとして使う機会を繰り返し求めてみた。自分　　　れない。しかし、本への正対がひきおこしていたク
　　の中で育てること、成熟させることを目指して　　　ライエント疎外はなくなっていた（佐藤　1988a）。
　　推敲を続けてみた。　　　　　　　　　　　　　　　　囲碁や将棋が上達するためには定石本を読むこと
e．この段階で起きたいくつかの印象的なことは、　　　が必要とされている。この定石本の学習の時に昼休
　　心理臨床の仕事とは異質な一般的な経験が、こ　　　みの15分対戦をすると、必ず格下の者に負けてしま
　　の『つぶやき』ヘジョイントすることである　　　う。定石学習が邪魔してゲリラ戦への対応を阻害す
　　（次節　五味沢体験　Uターンを許す　など）。　　　るらしい。心理面接の定石を身につけようと学習し
　　また、クライエントの生き方から学んだこと、　　　ている最中は、クライエントに迷惑をかけているこ
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とを自覚しなければならない。確かに腕を上げるた　　　総合病院外来からの紹介状を持って来院した。外来
めには定石を学ばねばならない、しかしそのときは　　　の診察が終わり心理相談室に来室した。
クライエントに対する治療者としての力は十分発揮　　　　着席後、二三の質問をおこなったが全く答えず、
できないときのようだ。真剣に勉強しているときは　　　目線を合わせるのも避けているようだった。その後
治りが悪い、クライエントに迷惑をかける。　　　　　　　も時々質問したのだが、彼は無言を続けた。約40分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が過ぎた後、次の予約の仕事のため、この日の面接
（2）訪れの重さ、ドアを開ける苦しみ。　　　　　は次回の来院日を指定して終了した。1週間後、彼
　もう40年以上前のことになったのだが、外来に一　　　は予約時間にきちんと来室した。しかし、この日も
人の青年が訪れてきた。正午頃であった。初診であ　　　全く一言も発せず50分が終わった。次回の予約日を
ったため、その日の受付は終了していた。窓口の者　　　伝えたが、彼は表情一つ変えず退室していった。第
は丁寧に初診の受付時間を伝え、明日おいでくださ　　　3回目、予約時間に来室したが、前2回と雰囲気が
いと伝えた。次の日、青年は初診外来の人となった。　　　少し違っていた。肩が揺れているのである。“A君、
外来担当医から私のほうへ連絡があり、次の来院日　　　どうしたの、難儀そうだね”と話しかけると、少し
から心理面接が開始された。強迫的な訴えが主なテ　　　　間を置いてから「今日は自転車で来ました」と話し
一マであった。数回の来院が続いた後のある日、彼　　　てくれた。これが、彼が私にたいする最初の言葉で
は話し出した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あった。それまでの2回は母親とバスで来院してい
　「ここの外来に到着するのに半年かかりました。　　　た。この日から農道の近道を通り一人で来院した。
苦しかったので、どこかの神経科、それも心理面接　　　手にはうっすらとちりがついていた。この後、少し
をおこなってくれるところを色々探しました。ここ　　　づつ会話の幅が広がり、第7～8回目の来院時には
の病院は最初からわかっていたのですが、あまり有　　　普通の話し合いができるようになっていた。この頃
名すぎて来院できませんでした。だって精神病院で　　　のある日、彼は突然、次のようなことを話しだした。
しょう。僕がここの病院に出入りしているところを　　　　　「先生、僕がこの病院に来た最初の頃、先生は何
知人に見つけられたら、家のものに迷惑がかかるの　　　も話さなかったですよね。僕は本当にあの時は困っ
ではないか。妹の結婚に影響するのではないかと思　　　た。どこの病院に行っても、10分もすればすぐ先生
ったからです。でも苦しいし、他の病院よりもやは　　　や看護婦さんは話し出すのに」。筆者はこの話しかけ
りここだと決めたのですが、足が前へ出ずぐずぐず　　　にたいして“君が黙っているから、話しかけるのは
していました。病院へ電話を何回もかけました。何　　　一休みするかと考えて静かにしていたのだよ”と答
日も病院へ来て回りから観察しました。患者さんが　　　えたが、彼はすぐ言葉をついで「30分も40分も黙っ
レクリエーションの野球をしているのを何日も見ま　　　ている時間が続くので、僕はひとりでに考えていま
した。よ一し、今日は入ろうと家を出るときは決め　　　した。一体、この先生はどういう人なんだろうと、
てくるのですが、いざとなると足が動かないのです。　　　いつの間にか調べていました。で、僕はたった一つ
ある日は外来玄関の近くまで入ったんですが、足が　　　わかりました」。「先生は今まで僕があったことがな
ひとりでにバスのほうに行ってしまって乗ってしま　　　い変な人だ」と。「だって、何もしゃべらないし、
いました。ここの外来のドアを実際開けたのは決心　　　悠々とのんびりしている。今までの大人は、みんな
してから半年後でした」（佐藤　1976）。　　　　　　　　　僕にたいして説教したり、怒ったりした。先生は反
　『訪れの重さ』、地域の偏見との戦いを乗り越えて、　　　対なんです。不思議でした。どうして、そうしない
彼はドアを開けてきたことをきちんと伝えてくれた。　　　のか」。「もう一つ変なことがわかりました。僕が先
この行為の重さを、いつも心に刻み込んで心理面接　　　生の時間が終わって会計の窓口へ行くとお金を取ら
は開始したいと思った。　　　　　　　　　　　　　れるのです。何も話してくれないのに、薬も検査も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なしなのに、謎でした。先生は何をしてくれたのだ
（3）いかに調べられるか、見つめられるか。母親の　　　ろう。今でもこの謎は解けていません」。
　　表情から観察される。　　　　　　　　　　　　　　　筆者のところに来室するまでの各クリニックで、
　ある中学校の校長から電話がかかってきた。「先生、　　　彼は“ソファーにふんぞり返っている。僕は治して
1年の生徒が不登校です。小学校の4年の時から不　　　もらう人、先生たちは治す人”の姿勢を（意識して
登校でした。よろしくお願いします」と。数日後、　　　はいないにしても）とっていたようだった。この
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『謎との戦い』が沈黙の時間の中でおこなわれていた。　　　と言い出した。両親と彼は手をつなぎ、バスから突
この沈黙の40～50分の繰り返し・積み重ねが、彼を　　　堤への砂の道を登っていった。彼はしきりに「海が
ソファーから立ち上がらせた（佐藤　1988a）。　　　　　　見えるんだよね」といいながらニコニコしながらは
　もう一つの事例を取り上げることにしたい。　　　　　　しゃいでいた。砂の道が終わり突堤のコンクリート
　ある日の午後、予約もなしに一人のお母さんが思　　　の上に出た。目の前一杯に一気に海が広がった。そ
春期外来の窓口に見えられた。「高校1年の娘が学校　　　のとき彼は両親の手を振りほどき脱兎のごとく砂の
に行ってない、相談に乗ってもらえないか」と用件　　　道を駆け下りていった。そのまま一人で突堤下の砂
を伝えられた。1時間ほどお話を聞き、お帰りいた　　　山の隅にうずくまり、だまってしばらく砂いじりを
だいた。10日ほど経ったある日の午後、このお母さ　　　していた。10分以上経っただろうか、彼はゆっくり
んから筆者に電話がかかってきた。「先生、娘が先生　　　と両親に近づいてきた。「海が見えるんだよね」と両
のとこへ行ってみようかと、言い出しているんです　　　親の手を握りながら繰り返し叫んだ。この日の“海”
が」と。“それでは気の変わらないうちが良いですか　　　は、彼のイメージとかけ離れていたようだった。遠
ら、今日すぐおいでください。午後5時近くでもよ　　　くから望め、だんだんと近づいてくるような海では
いです。受付のほうにも話しておきますから”と伝　　　　なかった。
え、以後、心理面接が開始された。　　　　　　　　　　　　長男は安全な海の見えないところまで駆けもどり、
　いつも母と同道で、雪深い山間部の町から電車と　　　彼の築いてきた海のイメージの訂正を行い、今度は
バスを乗り継ぎ、片道1時間半かけて来院した。あ　　　大丈夫と心に言い聞かせつつ、2回目の砂の道登り
る日、母は食事の後かたづけをしながら、娘に何気　　　に挑戦してきたように思えた。
なく聞いてみた。「今のところに、どうして行こうと　　　　ここには本項前半で述べた心理面接のテーマの浮
思ったの」と。娘の答えは「“だって、あの夜のお母　　　き上がり現象に相通ずる心の動きが推論できる。こ
さんの顔はすごく優しかった。こんなにお母さんを　　　の『Uターンを許す』と、その後の核心へのクライエ
優しくしてくれたところなら、私もゆこうかと思っ　　　ントの辿り方は確実に力強くなるようだ。
た”でした。私は顔色を見られていたのかと恥ずか
しくて」（佐藤　1977）。　　　　　　　　　　　　　　　　（5）でるも地獄、まつも地獄、訂正する勇気
　この母の話は筆者にとって大切な『母の表情から　　　　なんとも妙な単語がここに登場してきた。しかし
見つめられる』のつぶやきとなった。本節前半の　　　いつの間にか、私のつぶやきとして使われて続けて
『いかに調べられるか』のつぶやきとつながって筆者　　　　きているので、そのまま提示することにした。
の『つぶやき集合』の中にファイルされている。　　　　　　心理面接の50分間は、クライエントとの切羽詰っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た時間のやり取りで満たされている。あるとき、ふ
（4）Uターンを許す。　　　　　　　　　　　　　　　　たりの言葉が同時に途切れる。静かなときが流れる。
　クライエントが刻々と話していることが、心のど　　　10分、20分と。この沈黙（ポーズの呼び名が良いか
の層から語れられているのかを、後で推察してみる　　　もしれない）の中で心理面接者の心は、少しずつ緊
と、深くなったり浅くなったりして1時間が過ごさ　　　張が高まってゆく。どのような言葉をお返ししよう
れてゆくようだ。心理面接者はそのときの彼の心の　　　かと考え続ける。しばらくすると、こちらからその
パートナーとして振舞う。　　　　　　　　　　　　　　沈黙を破って、今、自分が感じていたことを言葉に
　あるとき、そのテーマの核心に触れたことが語ら　　　してみようかと考え始める。しかし、すぐ心の中か
れ、カウンセラーも充実感をもって寄り添ってみる。　　　ら反対の声が聞こえてくる。“今、クライエントは前
しかし突然その核心のテーマは消え去り、日常的な　　　向きなことをまとめようとしている、邪魔しないよ
話、たとえばお天気の話などに舞台は一気に切り替　　　　うに”と。重苦しい時間が過ぎてゆく。これ以上動
わる。心理面接者はクライエントのその舞台回しを　　　かないでいることは、この面接の失敗になるよう思
残念に思い元に戻そうとするが、クライエントはど　　　えてくる。しかし動き始めるのは怖い（佐藤1988a）。
んどん逃げてゆく。各心理面接者が自覚しているか　　　　動いて失敗することは残念であるが、成功と失敗
どうかは問わないとしても、この出来事について多　　　の確率は半々なのだ。失敗したら謝ればよい。“こめ
くの心理面接者は身に覚えがあるはずである。　　　　　　んな、変なことを言ってしまったかな。話を戻そう
　長男は3歳であった。ある日彼が「海が見たい」　　　よ。どこまで戻すかな”など、訂正する勇気さえあ
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れば、この沈黙への対応はむずかしいとは思わない。　　　（7）土俵をさがす
確かに重苦しい沈黙を破って話し出すときは、心理　　　　　不登校の生徒が一番苦手にしていることは、学校
面接者の最も緊張するときである。だが、もっとも　　　の話題に触れられることのようだ。インテーク面接
心理面接者冥利に尽きる瞬間でもある。　　　　　　　　　時、本人に学校に関することを聞く際は細心の気配
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りが必要になる。筆者は初めて会うときは、とにか
（6）鰯の眼が光る。心の重ね合わせ方。　　　　　　　　く彼らに話をスタートする役目を渡すことにしてい
　不登校の中学生の心理面接をおこなっているある　　　る。どこから話してよいか戸惑いながら、脈絡も定
日、“学校へ行けないのはつらいよな一”とうっかり　　　まらない、虫食い文のような途切れ途切れの言葉が、
話した。彼は「先生、このつらさは行けない人にし　　　彼の心の内側を伝えてくる。この場合、学校に関す
かわかりませんよ」と反論してきた。筆者が「俺は　　　る問題の核心は、ほとんど話の中に登場してこない。
病弱だったから、小学校の1年は70％学校に行かな　　　　これは別に珍しいことではない、筆者は当然のこ
かった。2年の時は半分くらい行けなかった」と答　　　とと思っている。彼らは心理面接初回から数回目ま
えたとき、彼の眼がきらりと光った。生きの悪い鰯　　　では、『この人に私の心を半分預けてよいだろうか』
の眼が一変した。「先生はその状態をどうして抜け出　　　を検討する。心理面接者は彼らから適任かどうかを
したのですか」と声を弾ませながら矢継ぎ早に質問　　　評定される。目の前の人がいかに専門家らしく振舞
してきた。彼に言わせると筆者は『不登校のOB、大　　　おうと、彼らは不安なのである。私の心は踏みにじ
先輩』である、だから『不登校抜け出し方研究会』　　　られるのではないかと。
の講師にうってつけだという。「先生、僕はここへ来　　　　そこで彼らは意識せずに一策を立てる。なるべく
るまで5人くらいのカウンセラーの人に会いました。　　　心が痛まないような話題で話し始めよう、学校の話
でも駄目でした。僕の心と別のところにいて指導す　　　はとにかく避けようと。あるときそれは、朝世話を
る」と語った。確かに『不登校体験』は簡単に手に　　　しているにわとりの話になったり、パソコン・ゲー
入るものではない。筆者はたまたまその経験者であ　　　ムの話になったりする。心理面接者はこのとき彼に
ったに過ぎない。しかし、この研究会経験からは多　　　とって最良の生徒になればよい。これらについての
くの学べるものが見つかった。　　　　　　　　　　　　事前知識は全く必要としない、むしろ邪魔になる。
　昭和30年代のある日、佐治守夫先生と話しこんだ。　　　　回を重ねるにつれて、彼の選ぶテーマ（土俵）は
“自分の経験しないことが面接の話題になったとき、　　　次第に学校に近づいてゆく。しかしまた遠ざかる。
共感的な対応は取れるのですか”。若い人たちからこ　　　何回もトライを繰り返しながら（Uターン現象）、学
んな質問されるのですと。佐治先生はしばらく間を　　　校と自分のことを土俵にのせようとする。この間の
おいてから、「佐藤君、今こんな風に考えているけど」　　　彼の心の振る舞いを知ること、そしてパートナーと
といいながら話し始めた。「クライエントの話すこと　　　してその場を共にすることこそ、心理面接の勘所で
を聴いていると、確かに僕の経験しないことが話さ　　　ある。この近づくことへの恐れを乗り越えたとき、
れることはいっぱいある。そのとき僕はクライエン　　　彼の不登校との戦いは峠を越える。彼自身は知らず
トが今語っている情感と、場面は違っているが似て　　　知らずに下り坂を歩き出す。心理面接者は下り坂が
いる情感を、自分はかって経験しているはずだと心　　　始まったことを伝える必要はない。むしろ伝えない
の中を探しはじめる。悲しいこと、むなしいこと、　　　ほうが良い。ひとりでに自らの力で歩き出した体験
なさけなさ、悔しくて我慢したことなど。似たよう　　　から、彼の自信が再建される道順を静かに見守れば
な感情の経験が必ず見つかる。そしてその経験に僕　　　よい。
がひたされていると、言葉にその情感は乗せられて　　　　　『土俵』は思いもかけないいきさつから作り上げ
語られるみたい。不思議にも僕の今体験しているこ　　　られることもある。統合失調症の初期状態と思われ
の情感が、クライエントに伝わってゆくような経験　　　る事例の、薬物療法と併用された心理面接を担当し
を何回か持ったことがある。ちょうど皮膚からしみ　　　たことがある。新鮮例の妄想様の主張には、たとえ
出してゆくような感じで、向こうに伝わってゆくよ　　　理解できる内容が一部あるにしても、細心の注意が
うだけど」と話された。『心の重ね合わせ方』として　　　必要である。しかし妄想らしいから了解不能と簡単
ファイルされている。　　　　　　　　　　　　　　　に片付けるわけにもゆかない。話し合いの接点が失
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われてしまうからである。逆にその話の内容に深く
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踏み込むと、今度は彼らの妄想心性を承認すること　　　れ始めた。湿地の出口にたどり着いた（佐藤　1993）。
になる。心理面接者の綱渡りが始まる。　　　　　　　全く利用できる情報のない時は、とにかく耳を澄ま
　丁度、クライエントとカウンセラーを二つの円で　　　すこと、落ち着いて情報を探すこと、静かに考えよ
表してみると、その二円をどれだけ重ね合わせれば　　　という、高校2年の時の貴重な学習体験であった。
よいかの要領になる。その共通部分が土俵である。　　　　暇なとき日本刀の手入れをすることがある。江戸
その世界は刻々と変りながら、彼の内的準拠枠（コ　　　時代はローソクー本の明かりで手入れしたという。
ムズA．＆スニッグD．1959）の移り変わりを伝えて　　　私はときどき豆電球のみで打粉をつかう。そのほう
くる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が日本刀の地肌や刃文の絡み具合がよく見えるから
　この二円は重ねすぎると、ことによっては、クラ　　　である。明かりを暗くしないとこれらは見えない。
イエントの世界（たとえば発想の歪み）からカウン　　　明るいと微妙な陰影はとんでしまう。
セラーが支配される危険が発生する。逆に、一点で　　　　心理面接者がリーダーシップを強くとると、面接
接するようなやり方では、共通な土俵は作りあげら　　　は成功しない。いかにクライエントに対し心理面接
れない。この微妙な按配が臨床心理士各人に対する　　　者が控えめか。彼らを先生とし、われわれが聞き役
真の評価となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　に回ること、自らへのスポットライトをいかに暗く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するか。この配慮が不十分であるとクライエントの
2．心理面接の経過をささえる　　　　　　　　　　　　　心の襲は見えてこない。
（1）五味沢体験。刃文と鍛え肌の絡みを見る。　　　　　　（2）ポケットヒット。異常の中の健常、健常の中の
　1先生と私は夢中でミズゴケを採集していた。見　　　　　　異常。
事な胞子がびっしりついている。何種類かのミズゴ　　　　若い臨床心理士は、よく隅々までクライエントの
ケの混じった大群落であった。1時間ほど経ってか　　　心の面倒を見ようとする。確かにそれはきめ細かな
ら気がついた。その沼地に入ってきた入り口がわか　　　配慮、面倒見が良いと評価されよう。きちんと気配
らないのである。植物採集行は山道を離れて藪をか　　　りしたと、心理面接者は充足感に満たされることも
き分けるような強行は別に珍しくない。この五味沢　　　ある。しかし、強迫的に手を入れすぎることもある。
は前もって地図上で予測を立ててめざした目的地で　　　本当にわれわれは他者の心に隅々まで気配りできる
あった。この湿地には何かあると。見晴らしの良い　　　ものであろうか。われわれは万能者か。また、そこ
尾根筋や水の流れている沢筋は、どちらに行けばと　　　までクライエントは手助けを求めているのだろうか。
大体の方針が立ちやすい。この浅草岳北斜面の右　　　クライエントの心はそれほどまでに支援が必要であ
沢・左沢では常識が通用しなかった。　　　　　　　　　　ろうか。クライエントの心は異常さで覆われつくさ
　1先生が最初に言った言葉は「佐藤、落ち着こう。　　　れているのであろうか。
周りを見渡そう。静かにな」であった。だがブナ林　　　　クライエントは全く健康さを失っているわけでは
がその湿地に侵入してきていて視界はすごく狭い。　　　ない。人の心には健常と異常が隣り合わせになって
水が流れていればそちらが沢の出口であるのだが、　　　いる。異常な世界の中に必ず健康さが潜んでいるこ
足元の水にまったく動きはない。ミズゴケの浮島群　　　とを確認している（佐藤2004）。
落はスポンジがもとに戻るように足跡を消していた。　　　　ボウリング・ゲームでストライクの確率は、ピン
周りは戦争中に木製飛行機用に切り出されたブナの　　　の並んでいるある個所（ポケット）に、ある回転が
大木の2mほどの切り株が並んでいた。その切り株　　　あたえられたボウルがヒットすると高くなる。しか
の上によじ登り、“落着いて落着いて”とつぶやきな　　　し、10個のピンの並んでいる幅はボウルの直径の数
がら周りをしばらく見渡した。思いもかけない方向　　　倍である。ボウルはすべてのピンにタッチできない。
にサワグルミの大木があった。大急ぎで胴乱の中を　　　ボウルは4～5本のピンに当たるのが精一杯である。
点検した。採集した順番に植物は並んで入っている　　　後はピンがピンをはね飛ばすのである。『ポケットビ
からである。サワグルミが沢から湿地に入った最初　　　　ット・ポイント』とは、この最も連鎖反応が起こり
の採集品であった。「佐藤、よくやった。そこへ行っ　　　やすい位置である（佐藤　1977）。
てみよう」とミズゴケの群落の上を歩いた。サワグ　　　　クライエントとの時間のあるときのことばの交わ
ルミの木に近づくにつれて足元の水はゆっくりと流　　　しあいが、次々に彼の心に波紋となって広がってゆ
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き、思いもかけないようなクライエント自身による　　　話すことがある。特に最近ではインフォームド・コ
改善が始まることを経験することがある。彼らの心　　　　ンセントの『伝える義務』（佐藤　1999）の励行とし
に潜んでいた健常さが心理面接者を乗り越えて動き　　　て経験することが多くなっている。その際、「最近、
出した。その健常さに賭けてみて正解だったと思う　　　少し状態が良くなってきましたね」と不用意に話す
ときである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　と、「先生、ぜんぜん家では変っていません」と言い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　返されることがある。母親は、この先生はあまいと
（3）感謝のトンネル現象。別れのかたち。　　　　　　　不信感を抱き始める。
　ある日のこと、クライエントが「先生。雪で峠が　　　　なぜこの事態が起こるのであろうか。理由は簡単
越えられません。春まで休みます」と電話連絡して　　　である。同じ言葉、たとえば“良くなった”に与え
きた。“注察不安状態”の青年であった。電車に乗れ　　　　ている目盛の単位が違うのである。片方はミリ単位
ない。前に座った人から見られるのが怖いからであ　　　で話し、聞くほうは10cm単位で受け取っている。
る。彼はバイクで約40kの道のりを、色の濃いフー　　　“伝える義務”の遂行時は、この目盛の食い違いに気
ドの着いたヘルメをかぶり通院していた。春になっ　　　配りしなくてはならない。
た。しかし彼は姿を見せなかった。3年ほど後のあ　　　　また専門家同士の書類のやり取りや、その間の事
る年の暮れに突然、外来に顔を見せた。連絡を受け　　　例情報に関する会話の際に用いられる日本語と、ク
てあってみた。荒縄で縛った一升瓶3本を持ってい　　　ライエントにお話しするときの日本語は同じであっ
た。「先生、お世話になりました。このように元気で　　　てはならない。前者には情報の適切な伝達のため、
す」と。“もう3年も前でしょう。君が来ていたのは”　　　共通理解が保証されている専門用語が使用される。
と問いただすと、彼は次のように話し始めた。　　　　　　後者にこの専門用語をそのまま使ってはならない。
　「その後、工場に勤めています。この前ボーナス　　　了解の質が異なるからである。クライエントや家族
がでました。部屋の先輩たちがボーナスの使い道を　　　は専門用語について十分な知識を持っていない。専
話していました。お歳暮の話でした。お前は何箇所　　　門用語を使えばわずか一語で済むことを、適切な言
に送るかとお互いに話しているのを聞いていました。　　　い回しを工夫しながら、しかし、きちんと誤解され
ある先輩が私に声をかけてきました。“お前はいくつ　　　ないように皆さんにお伝えすることは、相当な経験
送るのか”と。私は“一つもありません”と答えま　　　を必要とする。『伝える義務』を果たすためには、こ
したがしかられました。“お前、盆暮には必ず世話に　　　の二組の語法の適切な切り替えが求められる。
なった人に付け届けをするのが常識だぞ。それをき　　　　プレイセラピー場面で起きたことをもう1例示す
ちんとしないと、この娑婆は渡ってゆけないそ”と。　　　ことにする。
そこで考えました。誰かいないかと考えているうち、　　　児童相談所所員のスーパーバイズの際、次のよう
先生の顔が浮かびました。先生、本当にあの時はあ　　　なことを質問された。「先生、先日子どものお母さん
りがとうございました」。3年目の感謝の言葉であっ　　　から“おかげさまでよくなってきました”と話しか
た（佐藤　1988a）。　　　　　　　　　　　　　　　　　けられたのですが、騎に落ちないのです。彼はプレ
　心理面接の終り方は色々である。“ありがとうござ　　　イルームの中で、僕に向かって積木を力いっぱい投
いました”がはっきり話されるときには、きちんと　　　げ続けています。うしろのガラス棚に当たると大変
終結しているときと、依存の気持ちを引きずってい　　　なので体を張って防ぐのですが。青あざがあちこち
るときとがある。逆に一見中断と思われるときには、　　　にできました。乱暴は治っていないのに」。若い所員
本例のような自然な終結、しかも彼自身も気づいて　　　は不満なのである。治療者は自分である。なぜ直っ
いない場合があるようだ。感謝の気持ちは、いまだ　　　てゆく姿を自分には見せないのかと。そのとき次の
苦しさからの回復途上なため、その時点ではわれわ　　　ようなことを話してみた。
れに表明されない。しばらく経過して彼の心に余裕　　　　　“確かに君はこの子のプレイセラピーを担当して
ができたとき語られるのが本物のようである。　　　　　いる。しかしこの子とって君は、ただの遊び相手、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1週間に1時間相手をするお兄さんでしかない。自
（4）ものさしの目盛。二組の日本語用法を持つこと。　　分を治してくれる人とは毛頭思っていない。これに
　　誰に真っ先に見せるか。　　　　　　　　　　　　対しお母さんはほとんどの時間、彼の視野の中にい
　母親面接の時、子どものプレイセラピーの様子を　　　る。色々な世話もおこなってくれる。その子にとっ
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てどちらが大切か、わかりきったことでないか。そ　　　（6）心の母港、健常の中の異常、異常の中の健常
の子が自分の変ってゆく姿を、まずお母さんに見せ　　　　薬物療法や心理面接の一区切り（たとえば投i薬の
たい（もちろん意識せずに）と自然に振舞うことは、　　　2クールが経過する）の時、そのアプローチの効果
全く当然なことではないか。ちょっと残念な気持ち　　　測定を依頼される。改善が確認されないときは、薬
は残るが、このくらいのことはプロとして乗り切っ　　　剤の変更や心理面接の中止、薬物療法への変更、ま
てほしい”と伝えた。“君は意識していないかもしれ　　　た薬物療法と生活指導の組み合わせプログラムの開
ないが、治している自分にその変化した姿を、まず　　　始などが企画される。
見せるべきだと思っているのではないか。それはわ　　　　この仕事に従事している頃は、その改善の程度、
れわれの贅沢と考えよう”と話した。　　　　　　　　　　データの変化に注目して、その情報を主治医に示し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後の治療計画の検討に臨んでいた。2004年に『臨
（5）自閉のなかは孤独不安　　　　　　　　　　　　　　　床心理査定アトラス』を出版したが、その準備に取
　集団心理療法の企画として、ある神社の菊祭りの　　　り掛かったとき、思いもかけないことに気がついた。
見物にマイクロバスに乗り出かけた。メンバーが12　　　各治療が順調に進み、良好な結果を得ているときで
名、スタッフが4名。神社の駐車場についた。全員　　　　も、パーソナリティの変化は一般的な健常者の心の
車から降りた。4班に別れ見物することにした。し　　　とは少し異なる世界にとどまることに気づいた（佐
かし、この班分けにてこずった。分かれたくないと　　　藤2004）。
いうのである。しぶしぶ4班に分かれたが、各班メ　　　　不登校者の状態の推移を例として示すと、激しい
ンバーとも神社の境内のどこに他の班がいるかいつ　　　不調の状態が治まると『アトラスMAPプロフィール』
も観察している。スタッフの目を盗んで近づいてゆ　　　は、図1から図2のように移ってゆく。しかし図2
こうとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では、彼女の日常生活はおおむね健常者と変わりな
　このグループは統合失調症者（病歴20年以上の）　　　い状態に回復しているが、この『臨床心理査定アト
を中心に編成されていた。したがって『自閉』は彼　　　　ラス』上のデータでは明らかに健常心性系群へと収
らにとって最も親和性の高い症状であった。病室の　　　敏していない。心身障害系・不安強迫系・摂食障害
中で閉居しまわりのだれとも話さないで数日を過ご　　　系・社会退避系パーソナリテー等の数値が健常系心
すし、看護師から話しかけられても最低限の受け答　　　性群と共に2峰型のプロフィールを示している。彼
えに終始していた。このグループに対する取り組み　　　女にとってこの持ち味が平穏な心の状態と考えられ
のくわしい説明は引用文献（佐藤　2005）に譲るが、　　　た。『心の母港』なのであろう。不調に推移すると
彼らが一人になること、病院を離れて少人数で町中　　　（図3）、この傾向は統合失調系へのマークにとって
を散策するときの孤独不安感のつよさは驚きであっ　　　変られた。このように『MAP』の数値できちんと心
た。普通の人たちの孤独感の表明より実にはっきり　　　の改善の行き先が確認できたことが驚きであった
していたし、ある意味、生き生きと自分の孤独不安　　　（佐藤2007）。
を伝えてきた。自閉の心はどこかへ置き忘れている　　　　各クライエントは、それぞれ心が穏やかに休息で
ように饒舌でさえあった。　　　　　　　　　　　　　きるフィールドを確かに持っている。たとえその世
　一転して帰りのマイクロバスの中は静まり返って　　　界が、世間的に見て問題のある心性であるとしても、
いた。病院に到着すると彼らは大急ぎで病室へ入り　　　彼にとってはかけがえのない休息の場である。他者
ベッドにもぐり込んだ。われわれに対し「さような　　　はその選択を尊重しなければならない。その場を
ら、ありがとうございました」も言い忘れていた。　　　『心の母港』として次なるステップに彼は挑戦を開始
数日後、その病棟へ入った時、そのグループのほぼ　　　する。その支援を心理面接者としておこなってゆき
全員が寄ってきた。口々に「先生、また行きましょ　　　たいと考えている。
う、楽しかったな」と。先日の帰りのバスの中では、
ほとんどの者が孤独不安との戦いでへとへとであっ　　　（7）なぜ死なないのですか。自分の心と体を守るの
たようだ。病棟へ戻りしばらく過ごして、その状態　　　　　　もプロの腕のうち
から逃れられた。改めて、菊祭り行のことを語りだ　　　　家庭裁判所・調停委員研修会で、前後20年にわた
せるようになった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　る非行少年施設・刑務所・精神病院への入所入院歴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を経験している青年の面接経過を取り上げた。一通
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図1．不登校生（A）の初発時（19歳）の臨床心理査定アトラス法のデータ
・1＃成人麟心性　○・・…
・2＃心因受傷心性　●●・…
03＃周縁障害心性　　　●●。　…
04＃自我漏洩心性　　　・　・　・　…
05＃嗜癖依存心性　　　・　・　・　…
06＃不安強迫心性　　　．　．　．　．　．　．
07＃心身症状心性　　　・　・　・　…
08＃抑欝状態心性　　　．　．　．　．　．　．
09＃解離障害心性　　　●・　・　…
1・＃搬障割・性　●●・…
11＃社会退避心性　●・・…
12年少麟心性　○○●●●・
13￥欝的症状心性　　　．　．　．　。　．　．
14￥躁的症状心性　●●・…
15￥反社会1群心性●・・…
16￥反社会ll群心性　　・　。　。　…
17￥性的問題心性　　　・　・　．　．　．　．
18￥自殺企図心性　O・・…
19￥総合失調1群心性●・・…
2・￥妄想思考心性　●・・…
21￥総合失枷群心性●・・…
22　総合失調皿群心性　・　・　・　…
23総合失瓢群心性●・・…
24　総合失調V群心性　・　・　…　　　　。
25慢性酒鞭割・性●●・…
26　高年齢障害心性　　O・　・　…
27顯障割・性　●●●…
28知的障害心性　○●・…
注：臨床心理査定アトラスには6組の検索条件シリーズがある。各検索条件により得ら
れたトップ5の心性系は、計30個である。各心性系にマークした表がこれである。白丸
は各検索条件シリーズの第一位の心性系に、黒丸は2～5位心性系のマークである。
34　心理面接者の「つぶやき集合」の収敏過程について
図2．不登校生（A）の病態の改善時（22歳）の臨床心理アトラス法のデータ
・1＃成人麟’雌　00000●
・2＃心因受傷雌　●●●●・・
・3＃周縁臨雌　●●●●・・
04＃自我漏洩心性　　　・　・　・　…
05＃嗜癖依存心性　　　●・　・　…
・6＃不安強迫雌　●●・…
・7＃心身症状雌　●●●●・・
・8＃購状態雌　O・・…
・9＃eeee障害碓　●・・…
1・＃搬障害雌　●●●●・・
11＃社会退避雌　●●・…
12　年少健常心性　　　・　・　・　…
13￥欝的症状心性　　　・　・　・　…
14￥躁的撚雌　●・・…
15￥反社会1群心性　　・　．　．　．　．　．
16￥反社会H群心性　　・　．　．　．　．　．
17￥性的問題心性　　　・　・　・　…
18￥自殺企図心性　　　・　・　・　…
19￥総合失調1群心性　・　．　．　．　．　．
20￥妄想思考心性　　　・　・　・　…
21￥総合失調II群心性　・　・　・　…
22　総合失調皿群心性　・　・　・　…
23　総合失調IV群心性　・　・　・　…
24　総合失調V群心性　．　．　．　．　．　．
25　慢性酒精障害心性　・　・　・　…
26　高年齢障害心性　　・　・　・　…
27　器質障害心性　　　．　．　．　．　．　．
28　知的障害心性　　　・　・　・　…
注：この図で、上部に位置する系は健常な心性系、下部に位置する系は健常さの低い心性
系と考えられる。図1と比較して図2はマークが上位に移る。心的状態の改善が推測され
る。しかし01＃と共に07＃～11＃にもマークが重なっている。心の母港と考えられる。
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図3．不登校生（A）の25歳時の臨床心理査定アトラス法データ（病態が再び悪化した時）
・1＃成腱常雌　O●・…
・2＃心因受傷雌　○●●●●・
・3＃周縁鵬雌　●●●●●・
・4＃自我融雌　○・・…
05＃嗜癖依存心性　　　・　・　・　…
・6＃不安強追雌　●●●…
07＃心身症状心性　　　　・　・　…　　　　　。
・8＃騰状態雌　●●・…
09＃解離障害心性　　　・　・　・　…
1・＃搬鵬雌　●・・…
11＃社会退避雌　●・・…
12　年少健常心性　　　・　…　　　　．　．
13￥欝的撚雌　O・・…
14￥躁的症状心性　　　・　・　・　…
15￥反社会1群心性　　・　・　・　…
16￥反社会IE群心性　　・　・　・　…
17￥性的問題心性　　　・　・　・　…
18￥自殺企図雌　●●・…
19￥船失調1辮1生○・・…
2・￥妄想勝雌　●・・…
21￥総合失調H酬生O●●…
22船失細群雌●●・…
23　総合失調IV群心性　・　・　・　…
24　総合失調V群心性　・　・　・　…
25　慢性酒精障害心性　・　・　・　…
26　高年齢障害心性　　・　・　・　…
27　器質障害心性　　　…　　　　。　・　・
28　知的障害心性　　　・　・　・　…
注：図3は病態の再発・悪化を示している。18￥～22の心性系にマークが表れる。図2の
07＃～11＃のマークは減少する。しかし01＃～03＃のマークは大きく変化しない。
36　心理面接者の「つぶやき集合」の収敏過程について
り話し終わったので質問を受けた。初老の方が手を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　va．文献
上げられた。「先生のお話を聞いていて不思議でした。
先生はなぜ生きているのですか」。「私は中学校校長　　　コムズA．＆スニッグD．（1970）：『人間の行動』友田・
を無事先日終わりました。カウンセリングも少々わ　　　　手塚訳、岩崎学術出版社：Combs　A．＆Snygg　D．（1959）
かります。私の経験では、先生の仕事は桁はずれに　　　　Individual・Behavior、　Harper＆Row
ストレスが高いと思います。先生はなぜ死なないの　　　佐藤忠司（1976～1979）：精神科カウンセリング1．2．
ですか」。すぐもう一人の方の手が挙がった。「ここ　　　　3．4、『精神科看護』第3号～第6号
の所員です。僕も仕事柄、ストレスがかかる仕事に　　　佐藤忠司（1988a）：心理臨床家の実践活動、田中富士夫編
ついています。是非、先生の持っているノウハウを　　　　著『臨床心理学概説』第15章垣内出版、186～196
聞かせてください」。思いもかけない質問であったの　　　佐藤忠司（1988b）：心理臨床実務としての還元系、『心理
でしばらく考えた。本当に良い質問をいただいたと　　　　臨床学研究』　10（1）、1～4
思った。話し出した。　　　　　　　　　　　　　　佐藤忠司（1988c）：心理アセスメントにおけるスキーマ
　確かに病院では役割が決められているし、予約の　　　　の検討一m・一一ルシャッハテスト、火炎描画法ベンダー
方もおいでになります。訴えられる内容も一様では　　　　ゲシュタルト・テストによる、『ロールシャッハ研究』
ありません。すばやい頭の切り替えも必要です。毎　　 3011～24金子書房
日それが続きます。自分はこの仕事についてから20　　　佐藤忠司（1993）：自然にきく、『聴く・いのちの電話全
年間なぜ続いてきたか考えて見ますと、多分、趣味　　　　国大会特集号』4　新潟いのちの電話
を仕事と生活のなかへ組み込むのがうまかったよう　　　佐藤忠司（1999）：心理治療家の倫理、氏原寛・成田善弘
です。下手の横好きですが、多分スト1／ス解消、バ　　　　編rカウンセリングと精神療法』、35～46培風館
一ンアウト防止になったようですと答えた。趣味の　　　佐藤忠司（2004）：『臨床心理査定アトラス』pp279培
内容は誰かと楽しむものでも良いし、一人で楽しむ　　　　風館
ものでも良い。子どもたちのクラブ活動の応援でも　　　佐藤忠司（2005）：心理臨床の実務の倫理とスーパーヴィ
よいと。それから会議室全体はにぎやかな趣味談義　　　　ジョン、藤原勝紀編『臨床心理スーパーヴィジョン』
の花が咲いた。“自分の心と体を守るのもプロの腕の　　　　286～294至文堂
うちです”と発言して講演を終りにした。　　　　　　　　佐藤忠司（2007）：不登校の予後を検討する、佐藤忠司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編著『臨床心理査定アトラス法への招待』76～99培
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風館　　V．おわりに
　この『つぶやき集合論』と『臨床心理査定アトラ
ス（佐藤　2004）』および『心理臨床におけるインフ
ォームド・コンセント論（佐藤　1999）』は筆者の実
務を支える三本柱のようだ。この中で『つぶやき集
合論』のまとめが一番あとまわしになっていた。今
回、筆者の『つぶやき』の約半数を提示してみたが、
何分にも実務とともに刻々と変化する相手なので、
今後も収敏先は変ってゆくであろうと考えている。
